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・ 事業所名 株式会社　日本医療環境サービス 　 
及び代表者氏名 代表取締役　　北村　洋輔

・ 所在地 福岡本社　　　  福岡県糟屋郡粕屋町長者原東4丁目8-20
長崎事業所　　 長崎県長崎市京泊2丁目8-40
熊本営業所　　 熊本県熊本市東区長嶺西1丁目10-41
北九州事業所　福岡県北九州市小倉南区朽網3914-45
西港倉庫　      福岡県北九州市小倉北区西港町111-1

・ 環境管理責任者氏名営業係長　　大澤　圭輔
・ 連絡先 TEL　092-938-2200

FAX　092-938-1110
E-mail　info-nihoniryou＠awi.co.jp

・ ホームページ https://nihoniryou-kankyouservice.com/

・ 事業の内容 産業廃棄物収集運搬業( 医療系 )
一般廃棄物収集運搬業
衛生資材販売

・ 事業の規模              ※

単　位 2022年度 2023年度 2024年度

千円 1,785,193 1,591,125 1,664,160

人 76 75 75

㎡ 1,832.5 1,832.5 1,832.5

・ 法人設立年月日 昭和60年　3月　20日

・ 資本金 1,000万円

　　　・廃棄物収集運搬実績（単位：ｔ）

  廃　棄　物　の　種　類 2022年度 2023年度 2024年度

　　　 　感染性廃棄物 11,898.6 10,777.8 10,982.0
0.1 0.1 0.1

24.5 25.2 27.5
0.0 0.0 0.0

  廃プラ、ガラスくず、金属くず 1,904.9 1,892.2 1,884.8
22.9 23.8 19.0
8.0 9.2 8.8
9.0 8.9 6.7

11.3 8.4 13.6
9.9 10.8 5.2

1,430.5 1,363.6 1,332.4
15,319.5 14,119.8 14,280.2

・ 組織図
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1．組織の概要

売上高

従業員数

事務所床面積

2021年度より北九州事業所追加

　　　産業廃棄物

　　　　分　類

　　　　　※2021年度より北九州事業所取扱量追加

   廃酸
　 廃油

　廃　酸
　廃アルカリ

 特別管理産業廃棄物

　　 一般廃棄物 　事業系一般廃棄物

　 汚泥

　         合　　計

　廃　油
　汚泥
　その他（木くず）

https://nihoniryou-kankyouservice.com/


・ 設備等の状況 (2025.8.1現在）

0.85t 1台

1.0ｔ 1台

保　冷　車 2.0ｔ 20台

3.0ｔ 2台

3.4ｔ 2台 廃　油

3.45ｔ 7台 廃　酸

ダ ン プ 車 2.9ｔ 1台 廃アルカリ

4.75ｔ 1台 汚　泥

キャブオーバ― 2.0t 1台

貨物バン 0.4ｔ 3台

0.75ｔ 1台

合計 40台

汚泥(廃薬品類に限る)

保　冷　車 2.0ｔ 5台

3.0ｔ 1台

3.45ｔ 2台 汚泥

3.65ｔ 1台 廃油

ダ ン プ 車 2.6ｔ 1台 廃酸

2.75ｔ 1台 廃アルカリ

パ ッ カ ー車 3.45ｔ 1台 感染性廃棄物

3.5ｔ 1台 燃え殻

貨物バン 0.4ｔ 1台 汚泥

合計 14台 廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

ゴムくず

金属くず

ガラスくず等
水銀使用製品産業廃棄物

保　冷　車 1.2ｔ 1台

2.0ｔ 1台

3.0ｔ 6台

3.45ｔ 1台 汚泥

3.5ｔ 1台 廃油

貨物バン 0.35ｔ 1台 廃酸

0.4ｔ 1台 廃アルカリ

合　計 12台 感染性廃棄物

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

ゴムくず

金属くず

保　冷　車 1.2ｔ 1台

1.5ｔ 1台

1.9ｔ 1台

2.0ｔ 3台

3.0ｔ 3台

貨物バン 0.45ｔ 1台

合　計 10台

0.72ｍ3

産業廃棄物

福  岡  本　社

熊　本　営　業　所

積　替　保　管　施　設　概　要

0.3㎥

0.3㎥

産 業 廃 棄 物 の 種 類 保管面積 保管上限

特別管理
産業廃棄物

感染性廃棄物
①19.44㎡
②74.90㎡

①42.77㎥
②179.76㎥

0.864㎥

0.3㎥

0.8ｍ2

廃プラスチック類・金属
くず・ガラスくず等・廃
油・廃酸・廃アルカリ・燃
え殻・　ゴムくず(水銀使
用製品産業廃棄物含
む)

①8.54㎡
②8.47㎡
③8.04㎡
④10㎡
⑤11.58㎡

1.077㎥

1.077㎥

①11.96㎥
②11.86㎥
③16.08㎥
④15㎥
⑤17.3㎥

0.3㎥

82.9㎥

0.8ｍ2 0.24ｍ3

0.8ｍ2 0.24ｍ3

0.8ｍ2 0.18ｍ3

0.21㎡

22.64㎡

特別管理
産業廃棄物 37.44㎡

産業廃棄物

28.0㎥

1.077㎥

1.077㎥

0.1㎥

長　崎　事　業　所

積　替　保　管　施　設　概　要

産 業 廃 棄 物 の 種 類 保管面積 保管上限

0.8㎥

0.8㎥

0.8㎥

0.8㎥

特別管理
産業廃棄物 224.04㎡

車両から車両への積替えに限る。

産 業 廃 棄 物 の 種 類 積替場所
面積
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積　替　保　管　設　備　なし

北　九　州　事　業　所

産業廃棄物 224.04㎡

ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず

1.077㎥
1.077㎥

1.077㎥

1.077㎥

最大保管量 36.25t



・産業廃棄物収集運搬業許可内容 (2025.8.1現在）

有 有

特管

第0406002589

産廃

第04010002589

特管

第07963002589

産廃

第07913002589

特管

第04250002589

産廃

第04200002589

特管

第04153002589

産廃

第04103002589

特管
第018163002589

産廃
第018113002589

特管

第04355002589

産廃

第04305002589

特管

第04457002589

産廃

第04407002589

特管

第03550002589

産廃

第03500002589

＊2011年4月の法令改正により、都道府県知事許可で当該県内全域の産業廃棄物収集運搬が可能となり、政令都市市長の許可は失効した。

　 但し、長崎市は、長崎事業所の「積替・保管」許可の為、必要となっている。
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● ● ● ●

大分県

●

●
2023.12.13～
2030.12.12

● ● ● ●

● ● ●

●● ● ● ● ●

山口県

●
2023.12.13～
2030.12.12

● ● ● ● ●

2025.4.27～
2032.4.26

● ●

●
2025.6.15～
2032.6.14

● ●

● ●● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●●

● ●

熊本県

●
2023.6.20～
2030.6.13

●

● ● ● ●● ● ●

●
2023.6.14～
2030.6.13

● ●

●

・所在地 熊本市東区長嶺西1丁目2411番4
・面積　224.04㎡
・最大保管量　35.6ｔ　車両から車両への積替えに限る

・特別管理産業廃棄物の種類
・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・感染性廃棄物

2021.4.5～
2026.4.4

●

● ● ● ●

・所在地 熊本市東区長嶺西1丁目2411番4
・面積　224.04㎡
・最大保管量　35.6ｔ　車両から車両への積替えに限る

・産業廃棄物の種類
・燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類
・ゴムくず・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁
器くず
　

熊本市

2021.4.5～
2026.4.4

● ● ● ●

●

佐賀県
2021.4.26～
2028.4.25

●

●

●
2021.4.26～
2028.4.25

● ● ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

● ●● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

長崎県

●
2024.6.3～
2031.6.2

● ●

●
2024.6.3～
2031.6.2

長崎市

● ●
2024.5.31～
2031.5.30

● ●

・所在地　長崎市京泊2丁目8-40
・面積　37.44m2
・種　　類　　　　　 保管上限　　　　　保管方法
汚　　泥　　　　　　　　0.3m3　　　　　屋内・容器
廃　　油　　　　　　　  0.3m3　　　　　屋内・容器
廃　　酸　　　　　　　  0.3m3　　　　　屋内・容器
廃アルカリ　　   　 　  0.3m3 　 　　　屋内・容器
感染性廃棄物　　　 53.15m3　　 　　屋内・容器

● ●
2024.5.31～
2031.5.30

● ● ●

・所在地　長崎市京泊2丁目8-40
・面積　23.32m2
・種　　類　　　　　  保管上限　　　　　保管方法
燃 え 殻　　　　　　　1.077m3　　　　   屋内・容器
汚　　泥　　　　　　　  0.8m3　　　　     屋内・容器
廃　　油　　　　　　　  0.8m3　　　　　  屋内・容器
廃　　酸　　　　　　　  0.8m3　　　　　  屋内・容器
廃アルカリ　　   　 　 0.8m3 　  　　    屋内・容器
廃プラスチック類　　28.0m3　　 　　　 屋内・容器
紙 く ず　　　　　　　 1.077m3　　　　   屋内・容器
木 く ず　　　　　　　 1.077m3　　　　   屋内・容器
繊維くず　　　　　　　1.077m3　　　　   屋内・容器
動植物性残さ　　　　0.864m3　　　　  屋内・容器
ゴムくず　　　　　　　 1.077m3　　　　  屋内・容器
金属くず　　　　　　 　1.077m3　 　　　 屋内・容器
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ　  1.077m3　　　　　屋内・容器
くず及び陶磁器くず
水銀使用製品　　　  1.077m3           屋内・容器
産業廃棄物

● ● ●

・所在地　福岡県糟屋郡粕屋町長者原東四丁目115番1
・種類（１）　感染性廃棄物
・面積　①19.44m2　②74.90m2
・保管上限　①42.77m3　②179.76m3
・積み上げることができる高さ　①2.2m　②2.4m
・種類（２）　廃油
・面積　0.8m2
・保管上限　0.72m3
・積み上げることができる高さ　1.05m
・種類（３）　廃酸
・面積　0.8m2
・保管上限　0.24m3
・積み上げることができる高さ　0.6m
・種類（４）　廃アルカリ
・面積　0.8m2
・保管上限　0.24m3
・積み上げることができる高さ　0.6m
・種類（５）　汚泥
・面積　0.8m2
・保管上限　0.18m3
・積み上げることができる高さ　0.3m
・許可の条件　廃棄物の積替え及び保管行為は、積替え
保管場所以外では行わないこと。

・所在地　福岡県糟屋郡粕屋町長者原東四丁目115番1
・種類(１)　廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず等・燃え
殻・廃油・廃酸・廃アルカリ・ゴムくず(一部、石綿含有産
業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物を含む。又、自動車
等破砕物は除く。)
・面積　①8.54m2　②8.47m2　③8.04m2　④10m2　⑤
11.58m2
・保管上限　①11.96m3　②11.86m3　③16.08m3　④
15m3　⑤17.3m3
・積み上げることができる高さ　①1.4m　②1.4m ③2.0m
・種類(２)　汚泥(廃薬品類に限る)
・面積　0.21ｍ2
・保管上限　0.1m3
・許可の条件　廃棄物の積替え及び保管行為は、積替え
保管場所以外では行わないこと。

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●●

● ● ●

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

汚
泥

感
染
性
廃
棄
物

廃
プ
ラ

福岡県

● ●
2021.3.6～
2028.3.5

● ● ● ● ●

● ●
2024.6.19～
2031.6.18

産業廃棄物収集運搬業 許可項目
備　　考

都道府県
及び

政令都市

優良
処理
業者
認定

積
替
保
管

許可年月日
有効期限

許可番号

特別管理産業廃棄物 産業廃棄物

積替保管施設の所在地及び
面積、種類、許可の条件

ゴ
ム
く
ず

汚
泥

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
等

燃
え
殻



・一般廃棄物収集運搬業許可内容 (2025.8.1現在）

有効期限 許可番号

長崎市
2025.8.20

～
2027.8.19

長崎市一廃
許可第513号
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許可の条件

洗車設備を確保し、収集車をつねに清潔に保持する
こと。廃棄物は必ず分別収集し、それぞれ市が指定
する処理施設へ搬入すること。

　一般廃棄物(し尿・浄化槽汚泥・特別管理一般廃棄物を除く)

許可項目積替え保管



・ 対象組織 株式会社　日本医療環境サービス 　 

福岡本社　　　 福岡県糟屋郡粕屋町長者原東4丁目8－20

長崎事業所 　  長崎県長崎市京泊２丁目8－40

熊本営業所　 熊本県熊本市東区長嶺西1丁目10－41

北九州事業所  福岡県北九州市小倉南区朽網3914-45

西港倉庫  福岡県北九州市小倉北区西港町111-1

※　2021年度より事業拡大の為、北九州事業所、西港倉庫を

・ 対象活動 特別管理産業廃棄物収集運搬業( 医療系 )

産業廃棄物収集運搬業( 医療系 )

一般廃棄物収集運搬業

衛生資材販売
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2．対象範囲 （全組織・全活動）

　　　対象範囲に追加。



 3．環境経営方針　

を推進し、以って社会に貢献することを会社の理念と致します。

     ○収集・運搬時の車両燃料の削減と二酸化炭素の発生抑制

     ○倉庫及び事務所の節電

     ○洗車・洗濯・散水での水使用量の削減

⑥　社員及び関係者に対する環境知識の普及啓発に努めます。

　　　　作成日　　2005年8月6日

　　　　改定日　　2022年 7月1日

可能な限り有効利用し循環型社会の一翼に寄与するため、廃棄物の積極的リサイクル

物を設置し、緑に囲まれた職場環境を作り、社会や地域への責務を果たしていきます。

株式会社 日本医療環境サービス

【企　業　理　念】

社名の日本医療環境サービスの頭文字 ｎ をデザイン化して地表をイメージし、

その地表に自然に優しく処理されたクリーンな廃棄物として土に還る様子をシンボル

マークにしたのが弊社の社章です。

今や全世界では地球環境の保全が人類共通の課題であり、有限な地球資源を

　　 に努めます。
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代表取締役　　北　村　　　洋　輔

【環　境　経　営　方　針】

弊社は「収集運搬車両」に関する燃料及び事務所・倉庫の電力の消費が環境負荷の

最大要因となっています。事業活動に伴う法令等の遵守は当然のこととして、環境マ

ネジメントを積極的に活用・維持し、次の活動を通して環境負荷の低減を図り、

社員一同会社内外の緑化活動を推進し、会社周辺に植木の植栽、事務所内には観葉植

①  廃棄物のリサイクルの啓発を図り資源の再利用に貢献します。

②  環境経営の課題として収益性の改善及び働き方改革による生産性向上に努めます。

③  環境への取り組みとしての下記の重点項目について環境負荷低減化を図り、管理向上

④  環境経営の取り組みとしてSDGsを指標に継続的改善を誓約いたします。

⑤  法令等を遵守して地域環境の保全に努めます。



* 基準年 ： 2021年度　
　　＊
　　＊

全社 997,182.9 992,300.0 990,450.0 988,700.0 987,100.0

本社 541,584.4 539,000.0 538,000.0 537,000.0 536,000.0

長崎 186,891.1 186,000.0 185,550.0 185,300.0 185,100.0

熊本 118,110.4 117,500.0 117,300.0 117,100.0 116,900.0

北九州 150,597.0 149,800.0 149,600.0 149,300.0 149,100.0

全社 70.0 68.2 66.8 65.5 64.2

本社 81.1 79.1 77.4 75.8 74.2

長崎 59.4 57.8 56.6 55.5 54.4

熊本 74.6 72.5 71.1 69.7 68.4

北九州 53.3 51.8 50.9 49.8 48.9

全社 52,014.0 51,760.0 51,660.0 51,550.0 51,500.0

本社 16,483.0 16,400.0 16,370.0 16,340.0 16,320.0

長崎 12,617.0 12,560.0 12,530.0 12,500.0 12,490.0

熊本 11,116.0 11,060.0 11,040.0 11,020.0 11,010.0

北九州 11,798.0 11,740.0 11,720.0 11,690.0 11,680.0

全社 380,654.6 378,700.0 377,920.0 377,320.0 376,830.0

本社 208,125.3 207,000.0 206,600.0 206,300.0 206,000.0

長崎 71,097.4 70,750.0 70,600.0 70,450.0 70,400.0

熊本 44,601.9 44,400.0 44,310.0 44,220.0 44,180.0

北九州 56,830.0 56,550.0 56,410.0 56,350.0 56,250.0

全社 7.5 7.6 7.7 7.8 7.9

本社 7.3 7.4 7.5 7.6 7.7

長崎 7.5 7.6 7.7 7.8 7.9

熊本 8.5 8.6 8.7 8.8 8.9

北九州 7.6 7.7 7.8 7.9 8.0

全社 3,979.0 3,940.0 3,900.0 3,860.0 3,820.0

本社 1,890.0 1,880.0 1,870.0 1,860.0 1,850.0

長崎 422.0 410.0 400.0 390.0 380.0

熊本 707.0 700.0 690.0 680.0 670.0

北九州 960.0 950.0 940.0 930.0 920.0

全社 794.0 777.0 762.0 747.0 732.0

本社 368.0 360.0 355.0 350.0 345.0

長崎 209.0 205.0 200.0 195.0 190.0

熊本 145.0 140.0 135.0 130.0 125.0

北九州 72.0 72.0 72.0 72.0 72.0

全社 14,235.7 14,540.0 14,820.0 15,100.0 15,380.0

本社 6,679.5 6,810.0 6,950.0 7,080.0 7,220.0

長崎 3,148.7 3,220.0 3,280.0 3,340.0 3,400.0

熊本 1,582.3 1,620.0 1,650.0 1,680.0 1,710.0

北九州 2,825.3 2,890.0 2,940.0 3,000.0 3,050.0

＊PRTR制度対象物質となる化学物質は未使用のため目標及び活動から除外している。

　　単位 　全社 本社 長崎 熊本 北九州
km 2,861,594.0 1,519,934.0 533,394.0 378,784.0 429,482.0

軽油・ガソリン等　使用量 L 380,654.6 208,125.3 71,097.4 44,601.9 56,830.0
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二酸化炭素排出量
総量削減

二酸化炭素排出量
÷受託廃棄物収集

量

kg-CO2

kg-CO2/ｔ

＊購入電力の二酸化炭素排出係数　　九州電力  2021年度　調整後排出係数 0.382kg-CO2/kWh使用

3 4 5

16 17

長崎 6 7 8 9

14 14

  軽油・ガソリン 等
使用量総量削減

全車両走行距離 ÷
軽油・ガソリン等

使用量
(車両実燃費)

    km /L

北九州 0 3

12 12

  2021年度
  （基準年）

          項目
走行距離

6

4 5 6

15

＊環境経営目標値の削減率については、基準年（2021）より0.2%削減を目安として設定している。

18

10

熊本 14

＊廃棄物排出量削減は、事業所及び営業所から排出する一般廃棄物に限る。
　 産業廃棄物の排出量はないので一般廃棄物のみを削減目標としている。

2

1-1

1-2

1-3

kWh購入電力

　　　L

4．環境経営目標

項　　目 単　位 事業所
基準年
(2021)

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

環境経営目標については下記のとおり各事業所別に纏めた。

北九州事業所及び西港倉庫は事業を一体として実施しており環境負荷は、北九州事業所と負荷の大半を占める西港
倉庫を合わせて集計している。

52

28 32 36 40

kg
一般廃棄物

総排出量削減

14

北九州 10 12 12 12 12

14

12 12 12

長崎 14 14 14 14 14

3 水使用量削減 ㎥

5 受託廃棄物収集量
（再生資源を含む）

ｔ

52 52 5250

ユーザー 回

全社 21

本社 15

熊本 0

4

教
　
　
　
育

社　　員 回

全社

本社



1） 購入電力・化石燃料の使用削減による二酸化炭素排出量の抑制・削減

・ 軽油・ガソリンの燃料消費量の削減　　　　　　　    業務部・営業部

① 収集・運搬車両のコース・搬入処理場の検討。
② 安全運転・アイドリングストップの実施。
③ 始業時車両点検と車両不調時早目の点検。
④ 収集後の処理場直接搬入を増加させるコースの検討。
⑤ 処理場搬入の効率アップの為、大型車の導入。
⑥ 車両買換え時のＣＯ2低排出車両への入れ替え。

⑦ エコドライブ勉強会の実施。
⑧ 車両エアコンのこまめなスイッチ操作の実施。

・ 購入電力の消費削減　　　　　　　総務部の率先により全社員

① エアコン設定温度の再確認・こまめなスイッチ操作の実施。　　　　　             総務部
夏期27℃ 冬期21℃

② 室内蛍光灯の配列を考え、不要部所の消灯。
③ 業務の効率化による夜間点灯時間の短縮。　　　　         プラットホームの活用・パレットの使用等

＊駐車場外灯の設定時間調整、ＬＥＤ電球への変更・太陽光発電装置設置済（本社のみ）

2） 一般廃棄物総排出量の削減　　　　　全社員

① 1度使用した白上質紙の裏面利用の促進。　　　　        裏面使用可能な用紙のトレイ設置
社内資料は裏面利用を原則とする。

② 両面コピーの実施促進。
③ 紙ゴミはシュレッダー処理し、リサイクルへ 　　古紙リサイクル業者へ
④ 一般廃棄物の排出抑制（有価物・資源ゴミは分別）

3） 水使用量の削減　　　　　　全社員　　　　

① 洗車時　　　　　　止水装置使用　　　
② 洗濯時　　　　　時間制限（30分）
③ 節水コマの取り付け・垂れ流しの禁止・まとめ洗い
④ 植木への水撒きの検討（やり過ぎないこと・季節による量の加減）

   4）教育 　　営業部

① 社員への勉強会・研修会の実施。　　
② ユーザー医療機関に出向いての研修会アピール及び実施。

   5）受託廃棄物収集量 　　営業部・業務部

① 取引先を増やし受託廃棄物収集量を増やす。

5．環境経営計画
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 ・全社（福岡本社、長崎事業所、熊本営業所、北九州事業所・西港倉庫）における環境負荷の年間合計量は以下の通りである。

1,046,340.4 kg-co2
3,504.0 kg
734.0 m3

14,488.6 t

72.2 kg-co2
0.24 kg/t
0.05 m3/t

14,877.2 383,248.7

5,504.5 213,010.9

6,325.1 74,737.0

1,879.1 48,088.5

1,168.5 47,412.3

全社 988,700.0 1,046,340.4 ▲ 57,640.4 94.2% △

本社 537,000.0 570,312.1 ▲ 33,312.1 93.8% △

長崎 185,300.0 213,418.3 ▲ 28,118.3 84.8% △

熊本 117,100.0 132,917.4 ▲ 15,817.4 86.5% △

北九州 149,300.0 129,692.6 19,607.4 113.1% ○

全社 65.5 72.2 ▲ 6.7 89.7% △

本社 75.8 84.5 ▲ 8.6 88.6% △

長崎 55.5 68.2 ▲ 12.7 77.1% △

熊本 69.7 70.7 ▲ 1.0 98.6% △

北九州 49.8 47.6 2.2 104.4% ○

全社 51,550.0 60,117.4 ▲ 8,567.4 83.4% △

本社 16,340.0 20,712.0 ▲ 4,372.0 73.2% △

長崎 12,500.0 15,459.0 ▲ 2,959.0 76.3% △

熊本 11,020.0 11,753.0 ▲ 733.0 93.3% △

北九州 11,690.0 12,193.4 ▲ 503.4 95.7% △

全社 377,320.0 398,125.9 20,805.9 94.5% △

本社 206,300.0 218,515.4 12,215.4 94.1% △

長崎 70,450.0 81,062.1 10,612.1 84.9% △

熊本 44,220.0 49,967.6 5,747.6 87.0% △

北九州 56,350.0 48,580.8 ▲ 7,769.2 113.8% ○

全社 7.8 7.5 ▲ 0.3 95.5% △

本社 7.5 7.3 ▲ 0.2 97.2% △

長崎 7.7 7.3 ▲ 0.4 94.9% △

熊本 8.7 7.9 ▲ 0.8 90.5% △

北九州 7.8 8.0 0.2 102.6% ○

全社 3,860.0 3,504.0 356.0 109.2% ○

本社 1,860.0 1,785.0 75.0 104.0% ○

長崎 390.0 389.0 1.0 100.3% ○

熊本 680.0 690.0 ▲ 10.0 98.5% △

北九州 930.0 640.0 290.0 131.2% ○

全社 747.0 734.0 13.0 101.7% ○

本社 350.0 356.0 ▲ 6.0 98.3% △

長崎 195.0 185.0 10.0 105.1% ○

熊本 130.0 121.0 9.0 106.9% ○

北九州 72.0 72.0 0.0 100.0% ○

全社 52 49 ▲ 3.0 94.2% △

本社 12 12 0.0 100.0% ○

長崎 14 12 ▲ 2.0 85.7% △

熊本 14 13 0.0 92.9% △

北九州 12 12 0.0 100.0% ○

全社 36 38 2.0 105.6% ○

本社 17 17 0.0 100.0% ○

長崎 9 12 3.0 133.3% ○

熊本 5 5 0.0 100.0% ○

北九州 5 4 ▲ 1.0 80.0% △

全社 15,100.0 14,488.6 ▲ 611.4 96.0% △

本社 7,080.0 6,752.5 ▲ 327.5 95.4% △

長崎 3,340.0 3,130.1 ▲ 209.9 93.7% △

熊本 1,680.0 1,881.2 201.2 112.0% ○

北九州 3,000.0 2,724.8 ▲ 275.2 90.8% △

＊購入電力の二酸化炭素排出係数　　九州電力  2021年度調整後排出係数 0.382kg-CO2/kWh使用

＊今期、産業廃棄物の排出はありませんでした。

＊PRTR制度対象物質となる化学物質は未使用のため目標及び活動から除外している。

全社 走行距離  (km)

本社

長崎

2,966,967.0

1,592,456.0

592,506.0
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5 受託廃棄物収集量
(再生資源を含む）

ｔ

達成率の定義　　○：達成率≧100％　　△：99%＞達成率≧70%　　　×：達成率＜70%　

4

教
　
　
　
育

社　　員 回

ユーザー 回

3 水使用量削減 ㎥

2024年度
目　標

2024年度
実　績

全車両走行距離÷軽油・ガ
ソリン等使用量(車両実燃費)

km/L

2 一般廃棄物  総排出量削減 ｋｇ

軽油・ガソリン等使用量
総量削減

L

1-2 購入電力削減 kWh

1-1

差　　異 達成率 評　価

二酸化炭素排出量÷
受託廃棄物収集量

kg-
CO2/t

単　位 事業所

二酸化炭素排出量総量削減
kg-
CO2

廃棄物収集量あたり（t）

　　　　　A  ÷   D    ＝

　　　　　B  ÷   D    ＝

　　　　　C  ÷   D    ＝

1-3

熊本

北九州・西港倉庫

項　　目

393,312.0

388,693.0

 全社 ガソリン（L）, 軽油（L）

本社

長崎

熊本

北九州・西港倉庫

6．環境経営目標の実績

全社
年間合計量

 (A)二酸化炭素排出量

 (B)一般廃棄物排出量

 (C)総排水量

    　 (再生資源を含む）208.29t

 (D)受託廃棄物収集量



　　5年間の実績グラフ [全社]
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                 ※2019年度より熊本営業所を含む

                 ※2021年度より北九州事業所を含む
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60.0

80.0

100.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

78.3 75.5 72.0 74.2 72.2

①CO2排出量(kg-CO2/t)
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14,000.0

16,000.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

10,337.9

14,235.7
15,543.8

14,341.7 14,488.6

受託廃棄物収集量(t)

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

3,000.0

3,500.0

4,000.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
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3,647.0 3,665.0 3,504.0

②一般廃棄物総排出量(kg)
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③水使用量(m3)
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　　5年間の実績グラフ [本社]
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0.0

20.0

40.0
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100.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

89.4
82.0 82.7 86.7 84.5

①CO2排出量(kg-CO2/t)

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

5,989.8
6,679.5

7,834.2

6,956.8 6,752.5

受託廃棄物収集量(t)

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

1,865.0 1,890.0 1,872.0 1,848.0 1,785.0

②一般廃棄物総排出量(kg)
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③水使用量(m3)
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ﾕｰｻﾞｰ
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　　5年間の実績グラフ [ 長崎事業所 ]
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0.0
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20.0
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40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
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①CO2排出量(kg-CO2/t)

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

4,000.0

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

2,548.8

3,148.7 3,291.4 3,160.3 3,130.1

受託廃棄物収集量(t)
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20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
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②一般廃棄物総排出量(kg)

0

50

100

150

200

250

300

350

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

293

209 211 201
185
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　　5年間の実績グラフ [ 熊本営業所 ]
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　　3年間の実績グラフ [ 北九州事業所・西港倉庫 ]
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2024年度における実施状況とその評価

[ 福岡本社 ]

△

エアコンフィルターの清掃 ○

蛍光灯の配列検討・不要部所の消灯 ○

業務効率化による夜間点灯時間の短縮 ○

社屋の駐車場外灯の照明時間の短縮 ○

収集運搬車両のコース・搬入処理場の検討 ○

安全運転・アイドリンクストップの実施 ○

始業時車両点検・車両不調時の早目の点検 ○

処理場直接搬入増加コースの検討 ○

効率アップの為、大型車の導入検討 ―

CO2低排出車両への入れ替え ○

エコドライブ勉強会の実施 ○

車両エアコンのこまめなスイッチ操作実施 △

白上質紙の裏面利用の促進 ○

両面コピーの実施促進 ○

紙ゴミはシュレッダー処理し、リサイクルへ ○

○

洗車時の止水装置使用 ○

洗濯時間　30分/１回 ○

○

植木への水撒きの検討 ○

産廃法改正時の指導・教育 ―

中途採用社員の教育 ○

EA２１活動に関する指導・教育 ○

ユーザーへの研修会アピール ×

ユーザー研修会の実施 ○
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引続き継続しておこなう。

教育・研修

改正等あればその都度従業員に教育す
る。

引続き継続しておこなう。

座学や同行等を管理者が実施。 引続き継続しておこなう。

概ね実施できている。 定期的に報告をおこなう。

コロナの為、感染対策を優先した。 コロナの状況が落ち着き次第実施。

概ね実施できている。

適正に散水が実施されている。 引続き継続しておこなう。

分別を徹底できている。 引続き継続しておこなう。

水使用量
削減

洗車時の取り決めで全て設置済。 引続き継続しておこなう。

時間はタイマーで管理している。 引続き継続しておこなう。

節水こまの取り付け・垂れ流しの禁止
・まとめ洗い

当番制でまとめ洗いを実施している。 引続き継続しておこなう。

一般廃棄物
総排出量

削減

裏面の利用は継続的にされている。 引続き継続しておこなう。

極力両面印刷を実施している。 引続き継続しておこなう。

徹底できている。 引続き継続しておこなう。

一般廃棄物の排出抑制
(有価物・資源ゴミは分別)

軽油・ガソリン
等

使用量削減

引続き継続しておこなう。

車両購入の際は大型車を購入を検討。 引続き継続しておこなう。

2024年5月に4t保冷車を1台 入替
2024年9月に2ｔ保冷車、社用車を2台 入替

計画的に車両の入替えを実施する。

定期的におこなっている。 引続き継続しておこなう。

常時ｺｰｽの見直し改定をおこなっている。 引続き継続しておこなう。

終礼での定期的な周知を実施。 引続き継続しておこなう。

点検表を元に毎日点検をおこなっている 引続き継続しておこなう。

直接搬入をおこなうようにしている。

燃費意識が共有されており実施されてい
る。

引続き継続しておこなう。

7．環境経営計画の実施状況とその評価、次年度の取り組み内容

取組み項目 活　動　項　目
実施
状況

評　　価 次年度の取組み

購入電力
使用量削減

エアコン設定温度の再確認
（夏場室温27゜Ｃ・冬場室温21゜Ｃ）

外気温に応じた設定温度の調節ができて
いる。　　　　　　（管理は室温）

引続き継続しておこなう。

年4回の清掃は徹底できている。 引続き継続しておこなう。

終礼での定期的な周知を実施。 引続き継続しておこなう。

業務改善できている。 引続き継続しておこなう。

外灯点灯前に仕事を終業し短縮できてい
る。

引続き継続しておこなう。

実施状況　　○：実施できている　△：だいたい実施できている　×：実施できていない　―：該当しない



[ 長崎事業所 ]

△

エアコンフィルターの清掃 ○

蛍光灯の配列検討・不要部所の消灯 ○

業務効率化による夜間点灯時間の短縮 ○

社屋の駐車場外灯の照明時間の短縮 ○

収集運搬車両のコース・搬入処理場の検討 ○

安全運転・アイドリンクストップの実施 ○

始業時車両点検・車両不調時の早目の点検 ○

処理場直接搬入増加コースの検討 ○

効率アップの為、大型車の導入検討 ―

CO2低排出車両への入れ替え ○

エコドライブ勉強会の実施 ○

車両エアコンのこまめなスイッチ操作実施 △

白上質紙の裏面利用の促進 △

両面コピーの実施促進 ○

紙ゴミはシュレッダー処理し、リサイクルへ ○

○

洗車時の止水装置使用 ○

洗濯時間　30分/１回 ○

○

植木への水撒きの検討 △

産廃法改正時の指導・教育 ―

中途採用社員の教育 ○

EA２１活動に関する指導・教育 ○

ユーザーへの研修会アピール ×

ユーザー研修会の実施 ○

取組み項目 活　動　項　目
実施
状況

評　　価 次年度の取組み

購入電力
使用量削減

エアコン設定温度の再確認
（夏場室温27゜Ｃ・冬場室温21゜Ｃ）

外気温に応じた設定温度の調節ができて
いる。　　　　　　（管理は室温）

引続き継続しておこなう。

年4回の清掃は徹底できている。 引続き継続しておこなう。

不要部所の消灯を徹底している。 引続き継続しておこなう。

繁忙期は点灯時間が長くなることがある。 引続き継続しておこなう。

徹底できている。 引続き継続しておこなう。

軽油・ガソリン
等

使用量削減

運搬効率を考えｺｰｽの見直し改定を実施。 引続き継続しておこなう。

始業の際の呼びかけを実施 引続き継続しておこなう。

点検表を元に毎日点検をおこなっている 車両点検により事故を未然に防ぐ

可能な限り直接搬入を行うようにしている。 引続き継続しておこなう。

車両購入の際は大型車を購入を検討。 引続き継続しておこなう。

2024年5月に4t保冷車を1台 入替
2024年11月に社用車を1台 入替

計画的に車両の入替えを実施する。

定期的におこなっている。 引続き継続しておこなう。

ｴｱｺﾝの無駄な使用を控える様指示をした。 引続き継続しておこなう。

一般廃棄物
総排出量

削減

裏面の利用は継続的にされている。 コスト削減の意識付けをおこなう。

極力両面印刷を実施している。 コスト削減の意識付けをおこなう。

徹底できている。 個人情報漏洩防止の注意喚起。

一般廃棄物の排出抑制
(有価物・資源ゴミは分別)

分別を徹底できている。 引続き継続しておこなう。

水使用量
削減

問題なく使用できている。 引続き継続しておこなう。

時間はタイマーで管理している。 引続き継続しておこなう。

節水こまの取り付け・垂れ流しの禁止
・まとめ洗い

当番制でまとめ洗いを実施している。 引続き継続しておこなう。

　適正な散水実施の指示をした。 引続き継続しておこなう。

教育・研修

改正等あればその都度従業員に教育する。 引続き継続しておこなう。

座学や同行等を管理者が実施予定。 引続き継続しておこなう。

コロナの為、感染対策を優先した。

定期的に報告をおこなう。

コロナの状況が落ち着き次第実施。

概ね実施できている。 引続き継続しておこなう。

概ね実施できている。
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実施状況　　○：実施できている　△：だいたい実施できている　×：実施できていない　―：該当しない



[ 熊本営業所]

△

エアコンフィルターの清掃 ○

蛍光灯の配列検討・不要部所の消灯 ○

業務効率化による夜間点灯時間の短縮 ○

社屋の駐車場外灯の照明時間の短縮 ―

収集運搬車両のコース・搬入処理場の検討 ○

安全運転・アイドリンクストップの実施 ○

始業時車両点検・車両不調時の早目の点検 ○

処理場直接搬入増加コースの検討 ○

効率アップの為、大型車の導入検討 ―

CO2低排出車両への入れ替え ○

エコドライブ勉強会の実施 ○

車両エアコンのこまめなスイッチ操作実施 ○

白上質紙の裏面利用の促進 ○

両面コピーの実施促進 ○

紙ゴミはシュレッダー処理し、リサイクルへ ○

○

洗車時の止水装置使用 ○

洗濯時間　30分/１回 ○

○

植木への水撒きの検討 ○

産廃法改正時の指導・教育 ―

中途採用社員の教育 ○

EA２１活動に関する指導・教育 ○

ユーザーへの研修会アピール ×

ユーザー研修会の実施 ○

ｴｱｺﾝの適正な使用を指示した。 引続き継続しておこなう。

適正な散水が実施されている。 引続き継続しておこなう。

分別を徹底できている。 引続き継続しておこなう。

水使用量
削減

問題なく使用できている。 水使用量削減の意識付けを行う。

時間はタイマーで管理している。 引続き継続しておこなう。

節水こまの取り付け・垂れ流しの禁止
・まとめ洗い

無駄な水の垂れ流し等はなかった。 節水の意識づけを行う。

一般廃棄物
総排出量

削減

裏面の利用は継続的にされている。 コスト削減の意識付けをおこなう。

極力両面印刷を実施している。 コスト削減の意識付けをおこなう。

徹底できている。 個人情報漏洩防止の注意喚起。

一般廃棄物の排出抑制
(有価物・資源ゴミは分別)
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引続き継続しておこなう。

教育・研修

改正等あればその都度従業員に教育す
る。

引続き継続しておこなう。

座学や同行等を管理者が実施予定。 引続き継続しておこなう。

概ね実施できている。 定期的に報告をおこなう。

コロナの為、感染対策を優先した。 コロナの状況が落ち着き次第実施。

概ね実施できている。

車両購入の際は大型車を購入を検討。 引続き継続しておこなう。

2024年9月に3ｔ保冷車を1台 入替 計画的に車両の入替えを実施する。

定期的におこなっている。 引続き継続しておこなう。

運搬効率を考えｺｰｽの見直し改定を行う。 引続き継続しておこなう。

始業の際の呼びかけを実施 引続き継続しておこなう。

各車の点検表を元に毎日点検を実施 車両点検により事故を未然に防ぐ

可能な限り直接搬入を行うようにしている。

取組み項目 活　動　項　目
実施
状況

評　　価 次年度の取組み

購入電力
使用量削減

エアコン設定温度の再確認
（夏場室温27゜Ｃ・冬場室温21゜Ｃ）

外気温に応じた設定温度の調節ができて
いる。　　　　　　（管理は室温）

引続き継続しておこなう。

年4回の清掃は徹底できている。 徹底できているので引続きおこなう。

不要部所の消灯を徹底している。 引続き継続しておこなう。

繁忙期は点灯時間が長くなることがある。 徹底できているので引続きおこなう。

該当しない。 引続き継続しておこなう。

軽油・ガソリン
等

使用量削減

引続き継続しておこなう。

実施状況　　○：実施できている　△：だいたい実施できている　×：実施できていない　―：該当しない



[ 北九州事業所・西港倉庫]

業務効率化による夜間点灯時間の短縮 ○

収集運搬車両のコース・搬入処理場の検討 ○

安全運転・アイドリンクストップの実施 ○

始業時車両点検・車両不調時の早目の点検 ○

CO2低排出車両への入れ替え ○

エコドライブ勉強会の実施 ○

車両エアコンのこまめなスイッチ操作実施 △

白上質紙の裏面利用の促進 ○

両面コピーの実施促進 ○

紙ゴミはシュレッダー処理し、リサイクルへ ○

○

○

産廃法改正時の指導・教育 ―

中途採用社員の教育 ○

EA２１活動に関する指導・教育 ○

ユーザーへの研修会アピール ×

ユーザー研修会の実施 ○

取組み項目 活　動　項　目
実施
状況

評　　価 次年度の取組み

電気使用量
削減

引続き継続しておこなう。徹底できている。

各車の点検表を元に毎日点検を実施 車両点検により事故を未然に防ぐ

2024年5月に3ｔ保冷車を1台 入替 計画的に車両の入替えを実施する。

定期的におこなっている。 引続き継続しておこなう。

ｴｱｺﾝの適正な使用を指示した。 引続き継続しておこなう。
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教育・研修

改正等あればその都度従業員に教育する。 引続き継続しておこなう。

座学や同行等を管理者が実施予定。 引続き継続しておこなう。

概ね実施できている。 定期的に報告をおこなう。

コロナ感染拡大時は研修会アピールを控える。 コロナの状況が落ち着き次第実施。

概ね実施できている。 引続き継続しておこなう。

水使用量
削減 引続き継続しておこなう。・垂れ流しの禁止　・まとめ洗い等 無駄な水の垂れ流し等はなかった。

実施状況　　○：実施できている　△：だいたい実施できている　×：実施できていない　―：該当しない

一般廃棄物
総排出量

削減

裏面の利用は継続的にされている。 引続き継続しておこなう。

極力両面印刷を実施している。 引続き継続しておこなう。

徹底できている。 引続き継続しておこなう。

節水啓蒙表示 徹底できている。 引続き継続しておこなう。

軽油・ガソリン
等

使用量削減

運搬効率を考えｺｰｽの見直し改定を行う。 引続き継続しておこなう。

始業の際の呼びかけを実施 引続き継続しておこなう。



　　並びに違反、訴訟等の有無

遵守
状況

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

6 ○

＊環境関連法規の遵守状況確認日：  福岡本社 　    2024年4月10日　　

＊当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、

　 違反・訴訟などは過去3年間ありませんでした。

          長崎事業所　   2024年4月10日

          熊本営業所　   2024年4月10日

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律 一般廃棄物の収集・運搬
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収集運搬会社（臭気規制地域内）悪 臭 防 止 法

          北九州事業所　2024年4月10日

8．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

家 電 リ サ イ ク ル 法 特定家電製品の収集・運搬

フ ロ ン 排 出 抑 制 法
フロン含有機器の収集・運搬

社内フロン含有機器の簡易点検
社内フロン含有機器の定期点検(依頼)

関　連　法　規　名 区　　　　　　　分

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物の収集・運搬

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律 特別管理産業廃棄物の収集・運搬



１）環境教育
　＊　ユーザーに対する環境教育
　・「感染性廃棄物処理マニュアル」を基本にした医療廃棄物研修会の実施（継続）

　　　パワーポイントにて基本パターンの資料を作成しており、これを病院を中心としたお客様に提示し、
　　　要望のある内容を加えて研修資料を作り上げ、そのお客様に合った研修会を実施するよう心掛けて
　　　いる。毎年定期的に実施して頂けるお客様も増加しており、この研修により医療廃棄物特に感染性
　　　廃棄物の排出から最終処分までの流れ・処理工程等を認識して頂き、分別の必要性・医療廃棄物
　　　のリサイクル処理・コストダウン・事故防止等を呼びかけ、お客様の為になる研修会としていきたい。
　　　また、紙おむつを適切に使用しコストダウンにつながるよう資料提供やアドバイスもおこなっている。

　　[2024年度]
　　福岡本社　　　　10施設　　10回開催

　　　　　参加者　合計  360名

　　長崎事業所　　   4施設　　4回開催
　　　　　参加者　合計　120名

　  熊本営業所　  　 2施設　　2回開催
　　　　　参加者　 合計　70名

　＊　社内に対する環境教育

　・社員の環境意識向上と啓発（継続）

　　　廃棄物処理法改正時や環境に関わる課題、エコドライブ講習、安全運転教育、エコアクション21
　　　活動結果報告を行います。

　　[2024年度]
　　福岡本社　　 　　　12回実施/年間

　　長崎事業所　　　　12回実施/年間

　　熊本営業所　　　　13回実施/年間

　　北九州事業所　　　12回実施/年間

㈱日本医療環境サービスは経営理念のもと事業活動を通じて環境負荷のゼロを目標にし
目指す姿サステナブルビジョンでは「地球、社会との共生により循環型社会を実現する」ことを
掲げています。

持続可能な社会の実現を目指しています。

9．環境経営に関する取組事例等の紹介

SDGsは、気候変動による地球規模の環境問題、人口増加、貧困、格差などの社会問題を解決し



３）社内緑化の推進
＊　駐車場周囲に植木を植栽・社内には観葉植物等の緑を設置（継続）

　　　駐車場の周囲に「つつじ・カイズカイブキ」を植栽しており、事務所入口横には「つつじ等」の花壇
　　　を設置している。これを業務部・営業部社員が散水・除草等を実施して管理をしており、カイズ
　　　カイブキは大きいもので3.5ｍ程に成長し、駐車場の緑化に役立っている。
　　　社内には廊下・室内に観葉植物を多数設置して総務部が管理し、緑化と共に社員の目を楽しま
　　　せています。

福岡本社の外観

４）省エネルギーへの取組み

CO2低排出車両への買い替え（2024年度7台入替えを実施）

　　　福岡本社　　　　2012年12月 太陽光パネルを設置・事務所・倉庫の蛍光灯をLED照明へ変更。

　　　全社電力使用量・・・60,117.4kwh
　　　太陽光パネル発電量・・・28,738.0kwh

　　　長崎事業所　　 2015年12月 倉庫の水銀灯をLED照明へ変更。

　　　全社電力使用量の内約5割を太陽光発電で賄っています。
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　　　福岡本社　　2016年12月　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡本社　　2022年6月
　　　自販機を省エネタイプへ交換。　　　　　　　　　　　　　　 全熱交換器　2機　導入。



５）表彰を受けた事例

６）2017年7月に起きた九州北部豪雨の災害支援協力　（福岡産業廃棄物協会）

７）事業の透明性に係る基準に適合するための情報を産廃情報ネットの下記URLに記載し
　  公表しております。

     URL ： http://www2.sanpainet.or.jp/zyohou/index_u2.php?UserID=525972
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エコアクション21の10年継続取組み表彰 福岡県産業廃棄物協会から頂いた優良会員表彰

宝珠山集積場の災害廃棄物仮置場の様子



　評価としましては、目標値・活動計画共に概ね達成できているので、次年度もエコアクション

におけるPDCAのサイクルをスパイラルアップして活動を発展させます。

また、全社における環境経営を振り返り、経営における課題とチャンスが明確化してきており

株式会社 日本医療環境サービス

代表取締役　　北　村　　　洋　輔

2025年度迄の環境経営目標を達成ができるよう全社の取り組みを強化して参ります。

ますので今後の環境経営に活かし進めて参ります。
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10．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

2025年4月1日

　今年度も、昨年同様当社の環境負荷の一番の要因である「軽油・ガソリン等使用量の削減」

に関して特に注力して取り組みました。

昨年度と比較して医療廃棄物の受託廃棄物収集量は以前のような病院施設によるクラスター

発生などが減少する事により臨時収集の頻度が減りましたが総収集量は増えましたので結果

として軽油・ガソリン等の使用量は削減できております。

このような外部環境の影響以外での収集運搬の効率化においては、改善の余地はある為、


